
新年のごあいさつ新年のごあいさつ

石岡市との農業経営の安定化に資する石岡市との農業経営の安定化に資する
連携協定の締結について連携協定の締結について

農業共済功績者・永年勤続者並びに農業共済功績者・永年勤続者並びに
建物農機具共済事業推進功績者等表彰建物農機具共済事業推進功績者等表彰

各共済事業からのお知らせ各共済事業からのお知らせ

ここ、いかっぺよ！「白鳥の越冬地ここ、いかっぺよ！「白鳥の越冬地（池花池・遠州池）（池花池・遠州池）」」

主 な 内 容
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
農
業
保
険
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
組
合
員
の

皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
8
月
上
旬
の
北
日
本
か
ら
西

日
本
の
広
い
範
囲
を
襲
っ
た
大
雨
で
は
、
九
州
や
北
陸
な
ど

で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
が
多
発
し
ま
し
た
。
ま

た
、
8
月
21
日
に
鹿
児
島
県
に
上
陸
し
た
台
風
12
号
に
よ
り

九
州
南
部
な
ど
で
大
雨
被
害
が
発
生
し
、
さ
ら
に
は
9
月
5

日
に
上
陸
し
た
台
風
15
号
の
影
響
を
受
け
、
静
岡
県
で
は
巨

大
な
竜
巻
が
発
生
し
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
加

え
て
12
月
8
日
に
は
青
森
県
東
方
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
5
の
地
震
が
発
生
、
青
森
県
八
戸
市
で
震
度

６
強
を
観
測
し
「
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情
報
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

頻
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
分
野
で
は
、
春
先
の
低
温
や
3
年
連
続
で
平
均
気
温

の
最
高
を
更
新
し
た
夏
場
も
農
作
物
の
品
質
・
収
量
低
下
な

ど
に
苦
し
む
産
地
が
散
見
さ
れ
、
水
稲
や
果
樹
を
加
害
す
る

カ
メ
ム
シ
類
を
は
じ
め
病
害
虫
も
多
発
し
ま
し
た
。
ま
た
米

不
足
に
よ
る
米
価
格
の
高
騰
や
そ
れ
に
伴
う
政
府
備
蓄
米
の

放
出
な
ど
を
通
じ
、
生
産
者
と
消
費
者
の
双
方
が
、
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
に
あ
る
「
良
質
な
食
料
が
合
理
的
な
価

格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ
、
国
民
一
人
一
人
が
こ
れ
を
入
手

で
き
る
状
態
」
と
す
る
「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」
に
つ
い

て
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、自
然
災
害
の
発
生
頻
度
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
組
合
で
は
農
業
者
が
安
心
し
て
営
農
を
継
続
し
て
い
け
る

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
自
然
災
害
の
備

え
と
し
て
農
業
共
済
に
加
え
、
今
年
で
8
年
目
を
迎
え
る
収

入
保
険
は
、
農
業
経
営
全
体
を
対
象
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
年
々
加
入
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。　
　

　

本
制
度
は
、
唯
一
の
オ
ー
ル
リ
ス
ク
の
補
償
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
農
業
保
険
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
農
業
者
の

基
幹
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
災
害
の
な
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
願
う
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
希
望
に
満

ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

組合長理事

  細  田  哲  司

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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事�

杉　

野　

壽　

一

代
表
監
事�
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田　

敏　

之

監　
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外
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一
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頌
　 春
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いばらき広域農業共済組合は、石岡市と「農業経営の安定化に資
する連携協定」を令和７年８月21日に締結いたしました。
協定書は、目的、業務連携事項、守秘義務等全９条で構成されて
おり、前文で農業者の経営努力では避けられない自然災害や農産物
の価格低下による収入減少を補填する収入保険の重要性が明記され、その上で、両者が協力して同保険の加入促
進を行うことで、地域農業の経営安定と発展を図る内容となっています。
本協定は、農業者の経営リスクに備える収入保険制度の普及促進が主な目的で、収入保険加入推進を目的に
自治体と農業共済組合が協定を結ぶのは県内で初の取り組みです。
具体的には、市などに個別農業者から経営安定に関する相談があった場合、農業共済組合側に紹介。組合は、
収入保険の有用性などについて説明し加入を促進します。
石岡市では、令和７年度、農業者の安定経営と持続可能な地域農業実現を図るため、収入保険への新規加入
者に対して掛け捨て部分の保険料を補助する制度を新設しました。
組合の普及活動とともに、石岡市との連携を強化することで、農業者の安定経営と持続可能な地域農業の実
現を目指してまいります。

石岡市との農業経営の安定化に資する
連携協定の締結について

協定の主な内容

・収入保険制度の普及啓発に関する連携

・地域農業に関する情報交換・協議

・ その他、農業経営の安定に資する取組における
相互協力

農
業
共
済
功
績
者
・
永
年
勤
続
者

並
び
に
建
物
農
機
具
共
済
事
業
推
進

功
績
者
等
表
彰

　

共
済
部
長
、
損
害
評
価
員
、
損
害
評
価

会
委
員
と
し
て
農
業
共
済
事
業
の
適
正
な

運
営
と
発
展
に
協
力
頂
き
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
方
に
対
し
て
全
国
農
業
共
済
協
会

長
よ
り
農
業
共
済
功
績
者
表
彰
状
が
贈
ら

れ
、
ま
た
勤
続
年
数
が
30
年
以
上
あ
る
方

に
は
茨
城
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
よ

り
永
年
の
ご
尽
力
に
対
し
感
謝
状
が
そ
れ

ぞ
れ
記
念
品
と
併
せ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
建
物
及
び
農
機
具
共
済
事
業
の

推
進
に
著
し
く
貢
献
が
あ
っ
た
共
済
部
長

に
対
し
て
は
、
全
国
農
業
共
済
協
会
長
ま

た
は
関
東
地
区
農
業
共
済
建
物
推
進
協
議

会
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
度
表
彰
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し

て
、
栄
え
あ
る
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

■
農
業
共
済
功
績
者�

１
名

■
永
年
勤
続
者
表
彰�

４
名

■
建
物
農
機
具
共
済
事
業
推
進
功
績
者
表
彰

・
全
国
農
業
共
済
協
会
長
賞�

10
名

・�

関
東
地
区
農
業
共
済
建
物
推
進　
　

協
議
会
長
賞�

８
名

令
和
7
年
度

いばらき広域 2026 第12号3



各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

農
作
物
共
済

近
年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
や
大
型
台
風
等
に
よ
り
農
作
物
に
対
し
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
水
稲
耕
作
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
無
保
険
状
態
と
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
万
が
一
の
災
害
に

備
え
て
水
稲
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
耕
地
ご
と
に
評
価
で
き
る
「
一
筆
半
損
特
約
」
の
付
帯

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

各共済事業に関するお問い合わせ等につきましては、最寄りの支所、出張所までご連絡ください。

引受方式 農家負担額 一筆半損特約 補償割合 単位当共済金額

地域インデックス 　377円＊1 有 ９割 186円
　337円＊2 無 ７割   93円

「一筆半損特約」を付帯しなくても収穫皆無となった場合は一筆全損特例にて補償でき
ますが、収穫皆無とならなかった場合は補償できない場合があります。

耕地ごとの被害に備えて耕地ごとの被害に備えて

一筆全損特例

一筆半損特約

10a当たり農家負担額の目安

　全損耕地につき、耕地別基準収穫量に相当する数量を減
収量とみなして共済金を支払います。

（一筆方式を基にした計算方法となります。）

　主食用米10a作付圃場が共済事故により全損の被害が発生。基準収穫量500kg、
単位当共済金額186円とした場合。

基準収穫量の7割分の
減収量を補償

＝

＝基準収穫量の2割分の
減収量を補償

減収量

350kg

減収量

100kg

単位当共済金額

186円

単位当共済金額

186円

支払共済金

65,100円

支払共済金

18,600円

　主食用米10a作付圃場が共済事故により半損以上の被害が発生。基準収穫量
500kg、単位当共済金額186円とした場合。

支払例

支払例

　耕地ごとに収穫量が耕地別基準収穫量の２分の１に相当す
る数量以下と認められる耕地につき、当該耕地別基準収穫量
の２分の１に相当する数量を減収量とみなして共済金を支払
います。（一筆方式を基にした計算方法となります。）

＊1 令和7年産水稲共済地域インデックス方式加入者が、上記上段のとおり選択した場合の組合平均。
＊2 令和7年産水稲共済地域インデックス方式加入者が、上記下段のとおり選択した場合の組合平均。
＊   共済掛金率は個人ごと、統計地域ごと、賦課金は旧組合ごとに異なります。
＊   半相殺方式、全相殺方式においても一筆半損特約の付帯及び最高補償でのご加入をおすすめします。

各方式に付帯されています。

申込者の選択により付帯することが
できます。

全損耕地

半損以上の
被害

最高７割補償

最高２割補償

（地域インデックス方式、全相殺方式は9割を
 選択。半相殺方式は8割を選択した場合）

（地域インデックス方式、全相殺方式は9割を
 選択。半相殺方式は8割を選択した場合）
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令和８年４月引受分より自動継続を附帯した方を対象に「加入内容確認書」が郵送されま
す。現在の加入内容をご確認いただくとともに、補償の安心度を高めるための提案書も同封
してありますので、プランの選択や必要事項を記入し必ず返信していただくようお願いします。

建 

物 

共 

済

各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

加入内容確認書が発送されます
自動継続を附帯した方を対象に

加入内容を分かりやすく説明したパンフレット
です。加入内容をご確認のうえ、安心できる補
償をご検討ください。

この様な封筒で届きます。

水戸市小吹町　９４０

〒310-0914

農済　太郎　　様

農済　太郎

○��住宅1棟が対象です。
○��万が一の場合のお支払額の目安を「安心度」としてご提示します。
○��家具類の加入の目安は、大人二人でご加入の場合です。より具体的なご提案ができるよう、返信用書類を
訂正してください。
○��ご提案書の他に、継続加入の内容を記載してありますのでご確認ください。
○��もちろん提案書以外の変更も可能ですので、お気軽にお問い合わせください。
○��自動継続を附帯していても、加入棟数が多いなど一定の条件が該当する場合は出力されません。
○��継続を希望しない場合は組合までご連絡ください。

ご提案書について

自動継続とは
〇�複数年契約ではありませんので、毎年変更、

解約ができます。
〇�掛金は毎年納入です。
〇�加入申込書の提出忘れによる契約漏れを防ぐ

ことが出来ます。

令和８年４月
引受分から

開始されます

いばらき広域 2026 第12号5



各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

令和７年４月～11月までの支払共済金２億１百万円で支払件数は223件となっています。
火災共済では雷以外の自然災害を起因とした事故は対象となりません。
未曾有の自然災害が年々増加しているので総合共済へのご加入をおすすめします。

建 

物 

共 

済

原因別支払共済金（令和7年4月～令和7年11月）

順位 罹災原因 支払共済金 割　合
1 火災等 161,227,365 80.1%
2 落雷 23,116,853 11.5%
3 自然災害 8,013,814 4.0%
4 盗難 5,194,593 2.6%
5 その他 3,766,830 1.9%

合　　計 201,319,455

原因別支払件数（令和7年4月～令和7年11月）

順位 罹災原因 支払件数 割　合
1 落雷 117 52.5%
2 盗難 42 18.8%
3 自然災害 29 13.0%
4 その他 21 9.4%
5 火災等 14 6.3%

合　　計 223

＊普通一般木造の場合、
　加入金額1,000万円あたり火災共済年間掛金11,200円 → 総合共済年間掛金28,800円（臨費30％附帯）

令和7年度事故の状況

室外機の盗難も共済事故の対象となります！

　
近
年
、
各
地
で
台
風
や
発
達
し
た
低
気
圧
等
に

よ
る
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

〇
水
稲
用
育
苗
ハ
ウ
ス
も
加
入
が
出
来
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
支
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

園
芸
施
設
共
済

自
然
災
害
に
備
え
て

自
然
災
害
に
備
え
て

火災等

落雷

自然災害
盗難 その他

落雷
盗難

自然災害

火災等

その他

令和６年４月１日より、エアコンの室外機盗難も共済事故の対象となって
います。（その他の盗取されたものは対象となりません）	
被害が発生した場合は、速やかにご連絡をお願いいたします。

も
し
も
の
時
に
備
え
て

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
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各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

収
入
保
険
制
度

青色申告には、複式簿記の他に
簡易な方式があります
　簡易な方式の青色申告は、白色申告で整理した帳簿の他に、
現金出納帳、売掛帳、買掛帳、経費帳、固定資産台帳を整備し、
日々の取引を残高まで記帳すれば行えます。

※ 簡易な方式の場合の青色申告特別控除は最高10万円です。
※ 青色申告を新たに始める方は、原則、その年の３月15日までに
　所轄の税務署に「青色申告承認申請書」を提出する必要があります。

● 会計ソフトで簡単
● 納税額が抑えられる
● 特別控除を受けられる

令和 8 年から青色申告を始めた人も、
令和 9 年から収入保険に加入できます！

農家の“不安”をまとめて解決！！

収入保険が！

・基準収入が 1,000 万円の方の例
・補償割合及び支払割合 9 割選択
・今年の収入が 800 万円だった場合

　　新規就農者の強い味方！

補償の
イメージ

青色申告は かんたん！

平均売上1,000万円①

⑤=100万円（③-④）
×支払率9割

　収入減少①-②
　　=200万円③

農業収入800万円②

このラインを下回ったら
支払対象①-④=900万円

自己責任部分
100万円➃

支払金額90万円⑤

思ったより簡単ね！

　　　　　も
便利だしね！

○サツマイモ基腐病とは？
糸状菌によって引き起こされる病害で、
茎の黒変や塊根部の腐敗を引き起こします。
発生すると収量が大きく減少し、
経営に深刻な影響を与えることも…！

○防除の３原則

サツマイモを作るすべての皆さまへ

現在、茨城県内で基
もとぐされびょう

腐病が発生しています。!

畑に菌を「持ち込まない」ことです。健全な種
イモや苗を使用し、発生した畑からは採取しな
いようにしましょう。

①
持ち込まない

畑で病原菌を「増やさない」ために、植付け前
の排水対策を徹底し、見回りによる発病株の早
期発見に努め、薬剤散布を実施しましょう。

②
増やさない

畑に病原菌が残ったままだと、次作の伝染源に
なりますので、収穫後は速やかに作物残さ等を
取り除くなど「残さない」対策をしましょう。

③
残さない

イモの
腐敗→

盗難や運搬中の事故

取引先の倒産

為替変動で大損

災害で作付不能 病気で収穫不能

市場価格が下落

倉庫の浸水被害

自然災害で減収

いばらき広域 2026 第12号7



表紙紹介

ひたち姫専門農園
「いちごBOX」
（常陸大宮市）

常
陸
大
宮
市
下
村
田
に
あ
る
「
い
ち
ご
B
O
X
」

は
茨
城
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
ひ
た
ち
姫
」
専
門
の
農

園
と
し
て
2
0
1
4
年
1
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
代
表
は
就
農
し
て
12
年
目
を
迎
え
る
早
川
和
也

さ
ん
で
す
。
妹
の
咲
子
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
農
園
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
生
産
し
て
い
る
「
ひ
た
ち
姫
」

は
栃
木
の
と
ち
お
と
め
と
静
岡
の
章
姫
を
掛
け
合
わ

せ
、
酸
味
が
少
な
く
甘
み
が
強
い
こ
と
が
特
徴
で

2
0
0
5
年
に
誕
生
し
た
品
種
に
な
り
ま
す
。
栽
培

農
家
が
少
な
く
、
市
場
に
あ
ま
り
出
な
い
希
少
性
を

生
か
し
、
い
ち
ご
狩
り
や
直
接
販
売
、
加
工
を
行
っ

て
い
ま
す
。

い
ち
ご
は
高
設
ベ
ン
チ
で
栽
培
さ
れ
、
通
常
の
土

耕
に
比
べ
土
の
養
分
管
理
が
簡
単
で
肥
料
も
少
な
く

で
き
、
作
業
姿
勢
が
楽
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
同
じ
ハ
ウ
ス
内
で
も
ベ
ン
チ
の
高
さ
を

変
え
る
こ
と
で
背
の
高
い
人
か
ら
子
供
、
車
い
す
の

方
で
も
楽
な
姿
勢
で
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
ま
ず
粒

の
大
き
さ
に
驚
き
、
次
に
甘
さ
に
驚
き
ま
す
」
と
和

也
さ
ん
。
見
た
目
の
形
よ
り
も
完
熟
さ
せ
る
こ
と
で

い
ち
ご
狩
り
に
適
し
た
い
ち
ご
づ
く
り
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

い
ち
ご
は
、
店
頭
は
も
ち
ろ
ん
道
の
駅
な
ど
で
購

入
で
き
ま
す
。
ま
た
遠
方
の
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
も
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
店
頭
で
は
当

日
に
限
り
予
約
を
す
る
こ
と
も
可
能
だ
そ
う
で
す
。

2
0
1
5
年
に
は
、
咲
子
さ
ん
が
中
心
と
な
り

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。「
栽
培
・
加
工
・

販
売
ま
で
全
て
自
分
た
ち
で
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
例

年
4
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
各
地
に
出
店
し
て
い
ま

す
。「
収
穫
が
な
い
時
期
に
も
自
慢
の
い
ち
ご
を
使
っ

た
も
の
を
み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
」

と
思
い
始
め
た
そ
う
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
冷
凍
し
た

い
ち
ご
を
約
3
0
0
グ
ラ
ム
使
用
し
て
作
る
「
ひ
た

ち
姫
ド
リ
ン
ク
」
を
は
じ
め
、
ノ
ン
ア
ル
モ
ヒ
ー
ト

や
レ
モ
ネ
ー
ド
、
寒
い
季
節
に
ち
ょ
う
ど
い
い
ホ
ッ

ト
ジ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
咲
子
さ
ん
は
自

分
で
ミ
ン
ト
の
栽
培
も
は
じ
め
、
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充

に
一
役
か
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
「
規
模
の
拡
大
よ
り
も
品
質
の

向
上
や
収
穫
量
を
増
や
し
、
い
ち
ご
狩
り
の
お
客
さ

ん
を
リ
ピ
ー
タ
ー
も
含
め
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と

2
人
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ひたち姫専門農園「いちごBOX」

所 在 地：〒319-2131　常陸大宮市下村田345（カーナビは下村田887）
　　　　　℡/Fax：0295-51-3254　Mail:kanko.15box2@gmail.com
　　　　　ホームページ：https://15BOX.amebaownd.com

営業時間：●いちご狩り
	 　完全予約制　土・日　11:00  12:30  14:00
                  　  　　       火・水　11:00  12:30
	 　※1月下旬～ 4月、生育状況、予約状況で変わります
	 ●販売　火・水・木・金・土・日　10:00 ～ 16:00
	 　※�12月下旬～ 4月、在庫がなくなり次第終了、収穫状況でお休みに

なることもあります

定 休 日：月曜日　
	 　※ホームページの営業日カレンダーをご確認ください

いばらき広域 2026 第12号 8



小
美
玉
市
美
野
里
地
区
に
あ
る
池
花
池

は
、
春
は
池
の
周
り
に
咲
く
桜
、
夏
は
水

面
に
睡
蓮
が
咲
き
、
冬
の
時
期
（
3
月
中

旬
頃
ま
で
）
に
は
白
鳥
が
飛
来
し
、
季
節

ご
と
に
色
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
1
9
7
0
年
代
に
初
め
て
白
鳥
が
飛

来
し
て
か
ら
、
年
を
追
う
ご
と
に
そ
の
数

は
増
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
40
か
ら
50
羽

の
白
鳥
が
越
冬
し
、
小
美
玉
市
の
冬
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
池
は
一
辺
が
約

1
5
0
メ
ー
ト
ル
で
、
水
面
の
広
さ
約

2
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
ぼ
四
角
い
農
業

用
水
池
で
、
自
然
の
水
生
植
物
が
豊
富
に

あ
り
ま
す
。
白
鳥
が
首
を
水
面
下
に
伸
ば

し
て
盛
ん
に
採
餌
し
て
い
る
様
子
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
姿
や
穏
や
か
な

水
面
を
見
て
い
る
と
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

池
花
池
か
ら
直
線
距
離
で
1
，5
0
0

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
所
に
あ
る
の
が
遠

州
池
で
す
。
こ
の
池
は
江
戸
時
代
に
新
田

開
発
の
た
め
、
か
ん
が
い
用
水
確
保
を
目

的
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
ち
ら

も
渡
り
鳥
の
休
息
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
遠
州
池
の
ほ
と
り
に
は
お
社
が
あ

り
散
歩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
が
あ
り

ま
す
。
白
鳥
は
朝
と
夕
方
に
2
つ
の
池
を

行
き
来
す
る
た
め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え

ば
飛
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、池
花
池
に
は
桟
橋
が
あ
り
ま
す
の
で
、

間
近
で
白
鳥
の
姿
を
ゆ
っ
く
り
と
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
も
そ
も
白
鳥
が
数
千
キ
ロ
も
離
れ
た

所
か
ら
越
冬
す
る
た
め
に
飛
来
す
る
に
は

理
由
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
池
が
適

度
な
餌
を
調
達
で
き
、
凍
結
せ
ず
、
天
敵

の
活
動
が
少
な
い
安
全
な
場
所
だ
か
ら
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
白
鳥
に
選

ん
で
も
ら
え
る
環
境
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
も
天
気
が
良
い

日
に
白
鳥
の
優
雅
な
姿
を
見
に
行
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問合せ先：一般社団法人 小美玉観光協会
〒311-3423 茨城県小美玉市小川4-11
　　　　　小美玉市役所　小川総合支所2階
TEL 0299-37-1255　FAX 0299-37-1256
URL: http://omitama.net/

～組合管内探訪～

白鳥の越冬地白鳥の越冬地
（池花池・遠州池）（池花池・遠州池）

池花池 白鳥

遠州池 お社

池花池：小美玉市部室

遠州池：小美玉市羽刈

いばらき広域 2026 第12号9



試し読み
キャンペーン
試し読み
キャンペーン

農業共済新聞を読めばわかるシリーズ

▲新聞QR

人気コーナー
農家や研究者
のコラム

「ズバリ直言」 「晴れ間」

農業女子が
思いを寄せる

役立つ
営農技術情報

充実の地方版

実施中

毎週おとどけ

1
農
業・営
農
の
今
が
分
か
る

2
農
政
の
動
き
が
分
か
る

3
農
業
共
済・収
入
保
険
の

仕
組
み
が
分
か
る

4
所
得
確
保
や
経
営
改
善
の

手
が
か
り
が
分
か
る

5
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

ヒ
ン
ト
が
分
か
る

申し込みはNOSAIへ

\2カ月間
無料/

毎日寒い日が続きますが皆さんはいかがお過ごしで
しょうか。年が明け半月ほどが経ち、昨年の猛暑の記
憶もそろそろ薄れてきた頃でしょうか。ここ数年は「暑
いね」があいさつ代わりに使われるようになり、昨年
は「暑さ、いつまで続くの？」もあいさつの仲間入り
をしました。
夏が暑い要因のひとつとして、期間が長いことがあ
ります。昨年は統計史上初めて６月の梅雨明けとなり、
夏の暑さに拍車をかけました。気象庁も最高気温が

40℃以上となった日の新たな名称の導入を検討すると
しています。「酷暑日」が有力候補のようですが、個人
的には「炎暑日」、「極暑日」なども暑さが伝わってく
る感じがして良いと思います。皆さんはどんな名称が
思いつくでしょうか。
春と秋が極端に短いということから、昨年の流行語
に「二季」という言葉がありましたが、本来の日本の姿、
美しい四季を今年こそは取り戻してもらいたいですね。
� （A）

編 集
後 記

　 　 　  TEL 029－350－8815
　 　 　  TEL 029－306－6720
　 　 　  TEL 0296－72－7321

本 所
水 戸 支 所
笠 間 支 所

　 　 　  TEL 0294－72－6227
　 　 　  TEL 029－839－0160
　 　 　  TEL 0299－48－0042

常陸太田支所
つ く ば 支 所
家 畜 診 療 所

お問い合わせ先 いばらき広域農業共済組合

発行　いばらき広域農業共済組合  本所
　　　〒310-0914 茨城県水戸市小吹町940番地　TEL 029-350-8815　FAX 029-350-2773
　　　ホームページ：https://www.ibaraki-nosai.or.jp
編集　いばらき広域農業共済組合  本所 企画情報課
　　　Ｅメール： kikaku@ibaraki-nosai.or.jp　FAX 029-350-2773
印刷　佐藤印刷株式会社

①�

農
作
物
共
済
の
特
例
で
、
ど
の
引
受
方

式
に
も
付
帯
さ
れ
て
い
る
の
は
一
筆

〇
〇
特
例
で
す
。

②�

建
物
共
済
の
「
契
約
の
ご
案
内
」
は
令

和
8
年
〇
月
引
受
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

①
、
②
と
も
に
〇
〇
に
当
て
は
ま
る
言
葉

を
そ
れ
ぞ
れ
お
答
え
く
だ
さ
い
。

応募方法

応 募 方 法

正解者の中から抽選で30名様に図書カードをプレ
ゼントいたします。尚、当選者の発表は商品の発
送をもってかえさせていただきます。

はがきに、必要事項を記入のうえ、
いばらきNOSAIクイズ係までご応募ください。
同世帯１名までの応募とさせていただきます。

応募締切：令和８年２月末日（当日消印有効）

①
ク
イ
ズ
の
答
え

②�

広
報
紙
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に　

対
す
る
ご
意
見
ご
要
望

③
郵
便
番
号　
④
住　
所

⑤
氏　
名　
　
⑥
電
話
番
号

⑦
職　
業　
　
⑧
年　
齢

水
戸
市
小
吹
町
９
４
０

い
ば
ら
き
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ク
イ
ズ
係 

行

85円
3 1 0 0 9 1 4

　

前
号
の
答
え　

 
❶
１
４　

❷
青
色�

（
正
解
102
通
/
不
正
解
・
無
効
2
通
）

問 
題
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

        
ク
イ
ズ
?
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